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研究成果の概要（和文）： 心理臨床におけるより効果的なスーパーヴァイザーを要請する一環として、初心者
スーパーヴァイザーの実施するスーパーヴィジョンを、熟練スーパーヴァイザーが、動画を基に指導する「メ
タ・スーパーヴィジョン」の効果を検証した。7組の継続的スーパーヴィジョンを3回メタ・スーパーヴィジョン
し、全てのケースにおいて質的なレベルでは大きな効果が確認されたが、量的な効果は確認できなかった。
　今後の研究課題としては、いかにしてより多彩なヴァイザー・ヴァイジーの組み合わせを対象とできるかが大
切であり、実践上の課題としては、メタ・ヴァイザー側の負担をいかに軽減できるかという点が大切であるとい
うことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：　As part of a request for more effective supervision in clinical 
psychology, we examined the effectiveness of "meta-supervision," in which a skilled supervisor 
instructs a novice supervisor in supervision based on video clips. Meta-supervision was conducted, 
and in all cases, significant effects were confirmed on a qualitative level, but not on a 
quantitative level. 
　The results of the meta-supervision study showed that the most important issue for future research
 is how to target more diverse combinations of visors and visions, and the most important issue for 
practice is how to reduce the burden on the meta-supervisors.

研究分野：臨床心理学
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画性と多様性　ヴァイザーの肯定的介入の増大

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　我が国においては、心理臨床スーパーヴァイザーの役割や機能、さらには、どのようにしてスーパーヴァイザ
ーを養成するべきかの実証的研究はほとんど見られない。
　そこで本研究においては、実践的研究として、スーパーヴァイザー経験のほとんどない中堅臨床心理士に、初
心者心理士や大学院生をスーパーヴィジョンしてもらい、それをベテラン臨床心理士が、動画とSV資料にもどつ
いて指導するメタ・スーパーヴィジョンを7組各3回実施し、この方法の有効性を確認した。
　この結果は、今後、有能なスーパーヴァイザーを養成するためのカリキュラム編成に大いに参考となり、ひい
ては国民の福祉の向上に貢献することにつながると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
心理臨床の訓練の中で欠かせないもののひとつであるスーパーヴィジョン(以下 SV)について、
それを担う立場であるスーパーヴァイザー(以下 SVor)を養成することが急務となっている。し
かしながら、実際にどのような SVorがより優れていて、どのように養成すべきであるかは、明
らかにされていなかった。 
とくに SVor養成において重要となる、初心者ヴァイザーを熟練ヴァイザーが個別に指導する
メタ・スーパーヴィジョン(以下、メタ SV)に関する研究は Watkins(1994)や Hawkins & 
Shohet(2000)、Newman, F.（2013）などにおいてわずかに散見されるのみである。 
さらに我が国においては、このような SVorの養成や発達に関する研究は、平木(2012)や平木
（2015）の実践と報告がある以外にはほとんどされていない。その一方で、SVがスーパーヴァ
イジー(以下 SVee)にとってどのような体験となっているかに関する我々の研究（鈴木・福
島,2015.や福島,2017）においては、「SVによって救われる」という体験や、「SVによる元気づ
け」がみられる反面「SVor に振り回される」体験も見られること、担当事例や SVor によって
は、SV後に緊張と疲労がさらに高まる場合があることが明らかとなっている。 
 また、我が国の指定大学院や専門職大学院の若手臨床教員は、その職務上 SVorになること
を求められているが、その業務に関して指導や講義を受けたことはなく、「自分がこれまで受け
ていた SV」を暗黙裡にモデルとして使用するほかないのが現状である。また、日本臨床心理士
会や東京臨床心理士会を中心に SVor 研修や、SVor の紹介などを行っているが、決して十分と
は言えない。このような現状が上記の「SVorに振り回される」SVや疲労感を高める SVを生じ
させている可能性があると言える。 
こういった状況の中で、より効果的な SVor養成のための基礎研究として、メタ SVに関する
実証的研究が必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
初心者 SVorがおこなう SVに対する、ベテラン SVorの「メタ・スーパーヴィジョン」を複
数の組み合わせで複数例継続的に実施し、その内容とプロセス、さらに効果を測定する。このこ
とを通じて、より効果的で望ましい SVorの養成過程を明らかにする。 
 
３．研究の方法 

SVor としての経験の浅い中堅心理士による SV を、5 か月から 10 か月にわたってベテラン
SVorが継続的にメタ SVすることで、SVorの実施する SV がどのように変化するのかを、7組の
SVee・SVor・メタ SVorを対象に動画分析・量的分析・質的分析によって明らかにした。 
具体的には、SV開始後で SV3回終了後・6回終了後・9回終了後の 3時点にわたって、毎回
の SV の動画と SV 資料をメタヴァイザーがあらかじめ視聴・検討し、メタ SV をおこなった。 

VSee は 1 名の大学院生を除いてすべて臨床心理士で、臨床経験は 0 年から 3 年未満であっ
た。SVor は全て臨床心理士で、臨床経験は 10 年から 15 年、SVor 経験はほぼゼロであった。
メタ SVorは、臨床経験 35年以上の 60代男性臨床心理士であった。 

SVee・SVorの主な臨床現場は、精神科クリニックや学生相談、開業臨床であった。SVee・SVor
の心理臨床のオリエンテーションは、特定の学派に依拠しない、一般的な心理療法であり、あえ
て言うなら統合的な立場であった。またメタ SVは、Stoltenberg & McNeill(2010)の研究を参
考にした統合的な SVであり、とくに「SVeeのできているところをきちんと肯定し、課題は具
体的に明確化する」ことを重視して、メタ SVを実施した。 
毎回の SV・メタ SVの直後に SVor・SVeeに、SV作業同盟尺度（SV-WAI）、SVor・Co効力
感尺度、SV満足尺度（SSQ）を実施した。さらに質的研究として、メタ SVorと SVorに別々に
自由記述用紙に、全体の感想とメタ SV実施前の SVとメタ SV実施後の SVについて記述して
もらった。 
 
４．研究成果 
 実施した組み合わせは表１．のとおりである。 
 
        表１．メタ SV 実施組み合わせ」 
ケ ー
ス
No. 

SVor（全て臨床心理士） SVee メタ SVor（臨床心理
士） 

ｸﾗｲｴﾝﾄ 

A 30 代前半女性 20 代女性大学院生 60 代前半男性 20 代女性 
B 40 代半ば男性 20 代女性臨床心理士 同上 20 代女性 
C 30 代後半女性 20 代女性臨床心理士 同上 30 代女性 
D 30 代後半女性 40 代女性臨床心理士 同上 60 代男性 
E 30 代後半女性 20 代女性臨床心理士 同上  
F 30 代後半女性 20 代女性臨床心理士 同上  
G 30 代後半男性 20 代女性臨床心理士 同上 40 代女性 



 
 量的研究としての質問紙結果は、SV作業同盟尺度（SV-WAI）と SV満足度尺度（SSQ）は、
初期から比較的高く、途中で多少の変動はあるものの、明らかな変化は見られなかった。また、
カウンセラー自己効力感尺度に関しては、大きな変化は見られなかった。 
 
また、SV 動画の分析結果からは以下のようなことが見られた。 
全ての SVケースにおいて、「クライエントのアセスメント」 「ケースマネジメント」「セラピ
ストの共感や探索、直面化」等 の基本的・共通因子的な指導がされていた。また、メタ SV にお
いては、SVor・SVee 両者に関する「能力のアセスメント」と「肯定的フィードバック」、「課題の
明確化」等がなされた。また、録音・録画を通じてノンバーバルな側面への指導も行った。さら
に Stoltenberg & McNeill(2010)の統合的発達モデル(IDM)に照らし合わせると、７名の SVee す
べてが、3つの主要構造「自他に関する気づき」「やる気」「自律性」においてレベル 2からレベ
ル 3へと上がっていた。 
 
質的研究としての、自由記述式振り返り用紙の代表的な内容を以下に示す。 
「SVee の振り返り自由記述」 
•メタ SV 開始後 SVor が待ってくれるようになった 
• メタ SV開始後 SVor が私の考えを理解しようと寄り添ってくれるようになった 
• メタ SV以前は、SVor の求める正解があって、それを理解しなければいけないような気がして
いたが、メタ SV 開始後はそれらの気持ちが薄れて自由に考えられるようになり、それを自由に
伝えられるようになった。 
• メタ SV 開始前は SV で自分の苦手な部分やできていない部分が浮き彫りになって余計に落ち
込むことがあったが、最近（メタ SV開始後）は「今日も行ってよかった」「新しい視点が得られ
た」と感じることが多くなった。 
• 「自分のカウンセリングをもっと磨きたい」という思いが強くなった。 
 
「メタ SVを受けた SVor の振り返り自由記述」 
• SVee に応じた、コメントの「仕方」「内容」を意識したり、SVee の臨床上の特徴や課題を伝え
て、課題を明確にして共有する、といった事を意識するようになった。 
• メタ SVor のコメントによって、介入方法のレパートリー、介入方法が増加したり、SV全体の
時間配分を意識したりできるようになった。 
• 動画を振り返る、という営みの積み重ねは、内省だけでは捉えきれない、自身の非言語的特徴
や課題をはっきりと写しだすので、自分の臨床実践にも役立つものになった 
 
 以上、主な記述をまとめたものを表２．に示す。 
 
    表２．振り返り自由記述から見られたメタ SV の主な効果 
内容 SVor の記述があったもの SVee の記述があったもの 
安心感の増大 C,F,G A,C,D,E,F,G 
自信の増大 C,D,F D,G 
励みと責任感 D, B 
孤独感の低減  D, 
Cl をアセスメントする力の向上 C,D C,F 
SVeeをアセスメントする力の向上 B,E,G  
SVee の介入技法の意識化と向上 B,C,F B,C,E,F 
SVee の介入の計画性と多様性 B,C,G B,F, 
SVee の自由度の増大 B,E A,B,C,E 
SVor の柔軟な姿勢の増大  A,E 
SVor の共感的姿勢の増大  A 
SVor の肯定的介入の増大 B,G G 
 
 
考察 
 今回の研究では、質的分析からメタ SV のポジティブな効果が、はっきりと示された反面、量
的分析においては有意な結果が見られなかった。これは、本研究の参加者たちが全て動機付けが
高く、初めから十分な熱意を持って実践していたため、作業同盟も満足度も一貫して高く、同時
にカンセラー自己効力感は、簡単には変動しないものであることが考えられる。 
 質的分析の結果からは、「安心感の増大」と「SVee の介入技法の意識化と向上」「SVee の自由
度の増大」が、最も多く見られた。 
 以上の結果から、メタ SV の有効性が示唆されたと考えられる。 
 
 



今後の課題 
 今後は、さらにより多様な SVor・SVee・メタ SVor の組み合わせによって実施することによっ
て、より一般性の高いデータが得られることが期待される。また、本研究においてはメタ SVor
の時間的負担が大きかったため、今後の実践のためには、メタ SVor の負担軽減の工夫の必要性
も明らかとなった。 
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